
本県教育を取り巻く現状
（含 第６次山形県教育振興計画の取組状況）

令和５年９月４日 山形県教育局

《スライドにおける凡例》 ● 主な取組み ● 主な統計指標や現状把握等 ◆ 参考分析

０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

＜第６次教育振興計画(後期計画）の基本方針毎に整理＞

Ⅰ 「いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進する

Ⅱ 豊かな心と健やかな体を育成する

Ⅲ 社会を生き抜く基盤となる確かな学力を育成する

Ⅳ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

Ⅴ 特別なニーズに対応した教育を推進する

Ⅵ 魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進する

Ⅶ 郷土に誇りを持ち、地域社会の担い手となる心を育成する

Ⅷ 活力あるコミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める

Ⅸ 地域に活力を与える文化とスポーツを推進する

資料 ４－１

※ 『令和４年度「教育に関する事務の管理及び執行状況」の点検及び評価報告書（案）』（資料４－２） を基本に取りまとめたもの
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０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【人口減少の加速化（学齢期を中心に）】

● 本県の児童・生徒の人口は、1955年（昭和30年、高度経済成長の始期にあたる）には45万３千人（１学年あたり※2万8千人）

だったが、2020年（令和２年）は13万３千人（１学年当たり約９千人、対1955年比 約７割減）。
2045年（令和27年）には８万人（１学年あたり約5.3千人、対1955比 約８割超の減）となる見込み。

山形県人口の推移（総数、児童・生徒5～19歳）

１学年当たり
5.3千人

（対1955比約82％減）

１学年当たり
30.2千人

（資料）総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）
※ ここでは、統計上の制約から、便宜上、５歳～19歳を小学校～高等学校までの児童・生徒の年齢として整理

高度経済成長期
（1955～1973)

１学年当たり
8.9千人（対1955年比約71％減）

推計
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０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【学校数の減少】

● 本県の学校数は小学校、中学校、高等学校では減少傾向。特に小学校はここ10年で２割超の減少。

● 市町村の小学校数は半数以上が５校以下で、１市町村１小学校は６町村。（戸沢村（義務教育学校）含む）

（資料）「学校基本調査」（文部科学省）

291
275 268 261 257 251 248 243

233 229

110 105 103 100 100 100 98 96 93 93

1 1 1 1 1 3 3

48 47 47 47 47 47 47 47 47 46

12 16 17 17 18 18 18 18 18 18

0

50

100

150

200

250

300

350

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

小学校 中学校 義務教育学校 高等学校 特別支援学校

0
3% 1

14%

2
12%

3

14%

4

11%

5
9%

６～9

23%

10以上

14%

山形県内の学校数の推移 各市町村の小学校数（R4)

小学校▲21.3%

１市町村１小学校
６町村

※今後も統廃合、義務教
育学校化が進む見込み
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０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【グローバル化の進展と国際環境の複雑化】

● 資本や労働力の国境を越えた移動が活発化、貿易を通じた商品・サービスの取引や、海外への投資が増大
し世界における経済的な結びつきが深化する、グローバル化が進展。

● ロシアのウクライナ侵攻や中国の台頭に伴う、国際社会の不安定化や地殻変動の進行。

（資料）「世界経済の潮流 2021年Ⅱ～中国の経済成長と貿易構造の変化～」（内閣府）

【中国の台頭（例）】
・中国政府は、平均教育年数や高等教育割合の引上げを目標とし、人材の育成に取り組んでいる。
・また、R&D投資は、民間企業を中心に増加し、OECD諸国並みの水準に近付いている。

【本県の国際化の状況（例）】
・在住外国人人口は過去最高。留学生の県内就職率も上昇傾向。
・海外取引を行う県内企業数や県産品の輸出額も上昇傾向。

（資料）「山形県国際戦略検証委員会・配布資料（令和4年度第1回）」（県ＨＰ）
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０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【Society 5.0（超スマート社会）※の到来】

● AI、IoT、ロボットなどの技術革新がこれまでにないスピードで進展。政府では、目指す未来社会像
Society5.0として、「持続可能性と強靭性を備え、国民の安全と安心を確保するとともに、一人ひとりが多
様な幸せ（well-being）を実現できる社会」と設定。

● 政府は、社会構造の変化の中で新しい価値を生み出すのは「人」、これからは人と違う特性や興味を持っ
ていることが新しい価値創造・イノベーションの源泉であり、「well-being」を実現できる「創造性」あふ
れる社会に向けた学びへの転換が必要、としている。

※ 狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の新たな社会のこと

（資料）「Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ」（総合科学技術・イノベーション会議） 4



０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【ウェルビーイングの重視】

● OECDは、教育の目的は、個人のウェルビーイングと社会のウェルビーイングの2つを実現することと定義。

● Ｇ７富山・金沢教育大臣会合において、自由や平和、民主主義、子供たち一人一人のウェルビーイングと
いった普遍的価値を保証する社会を実現するための教育の重要性を再確認し、共有。

（資料）左「ラーニング・コンパス（学びの羅針盤）2030 コンセプト・ノート」（ＯＥＣＤ）
右上「2023年G7教育大臣会合 富山・金沢宣言（概要）」（文部科学省）
右下 県企画調整課作成

行動

知識

スキル

態度 価値

振り返り

見通し

共同主体性
（コエージェンシー）

新たな価値を
創造する力

対立やジレンマ
に対処する力

責任ある行動を
とる力

生徒の主体性
（エージェンシー）
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０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【子ども政策の変化】

● 政府においては、日本国憲法および児童の権利に関する条約の精神にのっとり、全てのこどもが、将来に
わたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指し、こども政策を総合的に推進することを目的と
して「子ども基本法」を制定。（令和4年6月に成立、令和5年4月施行）

● 子ども政策の新たな司令塔として、こども家庭庁を創設。（令和5年4月）

● 若年人口は現在の倍速で急減し少子化の歯止めの利かなくなる恐れ。2030 年代に入るまでが少子化傾向を
反転できるかどうかのラストチャンスとして「子ども未来戦略方針」を策定。（令和5年6月13日閣議決定）
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【子ども未来戦略方針（公教育部分の抜粋）

○公教育の再生は少子化対策としても重要であり、こどもを安心
して任せることのできる質の高い公教育を再生し充実させること
は、次代を担うこどもたちの健やかな育成はもとより、若い世代
の所得向上に向けた取組の基盤となり得るほか、基礎的な教育に
係る子育て家庭の負担軽減にもつながるものである。このため、
次代にふさわしい教育の保障、優れた教師の確保・教育環境の整
備、GIGA スクール構想の次なる展開など、公教育の再生に向けた
取組を着実に進めていくことが重要である。

（資料）子ども家庭庁ＨＰ



０ 本県教育を取り巻く社会経済状況（2040年頃を見据えて）

【気候変動と自然災害】

● 地球温暖化による継続的な気候変動は気象現象にも大きな影響。大雨や短時間強雨の発生頻度は増加傾
向。風水害や土砂災害が頻発し、被害規模も拡大傾向。

● 世界人口の増加や新興諸国の成長を背景に、食料・水・エネルギーなどの資源不足に対する懸念。

● こうした中、地球環境への意識が世界的に高まり、平成27年に国連サミットで採択された「持続可能な開
発目標（ＳＤＧｓ）」について、国内外で関心。

（資料）
左「防災・減災国土強靱化のための3か年緊急対策による取組事例集」（内閣官房）
右「２０５０年における世界の食料需給見通し」（農林水産省） 7



Ⅰ 「いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進する

● 自分には良いところがあると思う児童生徒の割合、将来の夢や目標を持っている児童生徒の割合はともに
全国と比して高い傾向。

（資料）全国学力・学習状況調査

● 地域と連携した成長段階に応じた多様な体験や、先進的・意欲的な取組事例の普及等により、自己肯定感
の向上等を図る「いのちの教育」を推進。

● いじめ問題対策連絡協議会の下、いじめ解決支援チームの学校訪問やＳＳＷ※の派遣、ＳＣ※の学校への配
置、全学校でのいじめアンケート（年２回）及び24時間体制の子どもSOSダイヤル等、相談体制を充実強化。

● 家庭科の授業における本県独自教材等の活用により、生命を次代に繋ぐ意識を啓発。

〈KPI〉
①自分にはよいところがあると思
う児童生徒の割合
○ 概ね達成
（指標値）小６:85.0% 中３:81.0%
（実績値）小６:84.1% 中３:81.9%

(R5.4)

②将来の夢や目標を持っている児
童生徒の割合
✕ 未達成
（指標値）小６:87.0% 中３:74.0%
（実績値）小６:82.3% 中３:69.1%

(R5.4)

④いじめの認知件数に占める、い
じめが解消しているものの割合
（小・中・高・特支）
◎ 達成
（指標値）100%に近づける
（実績値）99.4％

（R3認知分 R5.3.31時点）
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Ⅰ 「いのち」を大切にし、生命をつなぐ教育を推進する

● いじめの認知件数は、Ｒ４年度は前年度比92.6％。小学校では全ての学年で認知件数が減少。中学校入学
による学習環境や人間関係の変化等の影響が関係し、中学校１年生で認知件数が増加する傾向。

● 当該年度にいじめが解消しているものの割合は100％に近い状態。

● 不登校児童生徒数は全国的に増加している中、本県においても、1000人当たりの人数は全国を下回ってい
るものの増加傾向。

（資料）県独自調査、「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」（文部科学省）

【全国】

9



Ⅱ 豊かな心と健やかな体を育成する

● 読書が好きな児童生徒の割合は全国と比して小学校は高いが、１日30分以上読書をしている児童生徒の割
合は全国と比して低い。

● 毎日朝食を摂っている児童生徒の割合は全国と比して高いが、目標値（90％）には達していない。

● １日当たりの運動時間数は中学女子を除いて全国より少ない状況。

（資料）R5「全国学力・学習状況調査」文部科学省、R4「全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」スポーツ庁

● 家庭教育講座や家庭教育相談電話等による家庭教育の推進及び幼稚園教育課程研究協議会を通した幼児教
育の推進。

● 読書の推進や山形交響楽団等による学校における文化芸術活動を通した豊かな心の育成。

● 医療機関と連携した講演や栄養教諭が中心となる食育、外部指導者の派遣による保健体育授業の充実等、
健やかな体の育成。

〈KPI〉
⑥保護者用学習資料を活用した講
座・研修会等の実施回数

◎ 達成
（指標値）140回
（実績値）277回（R4）
⑦読書が好きな児童生徒の割合

✕ 未達成
（指標値）小６:80% 中３:70%
（実績値）小６：73.7％

中３：65.9％(R5.4)
⑧毎日朝食を摂っている児童生徒
の割合

✕ 未達成
（指標値）90%程度
（実績値）小６：85.4％

中３：81.8％(R5.4)
⑨子どものスポーツ実施率
（１日60分以上）（小学５年生）

✕ 未達成
（指標値）60%
（実績値）41.1%（R4）
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Ⅲ 社会を生き抜く基盤となる確かな学力を育成する

【小学６年生 全国学力・学習状況調査の結果】
● 全国平均正答率との比較では、近年、国語は平均近傍だが、算数は下回る。
● 勉強が好き、よく分かるとの回答が、国語は全国平均よりも高いが、算数は低い。

（資料）全国学力・学習状況調査

国語の勉強は好きだ 国語の勉強はよく分かる

算数の勉強は好きだ 算数の勉強はよく分かる

● 学力向上推進会議における有識者の意見を踏まえ、学力向上支援チームによる学校訪問や各学校における
アクションプランの作成等、社会を生き抜く確かな学力の育成に向けた取組みを展開。

● 少人数学級編制「教育山形『さんさん』プラン」によるきめ細かな指導や、授業改善のリーダーとなる教
科担任マイスターの指定等による授業改善の取組みを展開。

児童質問紙の回答
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Ⅲ 社会を生き抜く基盤となる確かな学力を育成する

【中学３年生 全国学力・学習状況調査の結果】
● 全国平均正答率との比較では、近年、国語は上回るが、数学は下回ることが多く、英語は３～５ポイン
ト程度下回る。

● 勉強が好き、よく分かるとの回答が、数学・英語はともに全国より低い。

〈KPI〉※ 小学校・中学校の合計

⑩全国学力・学習状況調査で正答率が全国平均以上の科目数（R5.4）
✕ 未達成 （指標値）５科目中４科目（実績値）５科目中１科目

⑪国語、算数・数学、英語の勉強が「好き」な児童生徒の割合が全国平均以上の科目数（R5.4）
✕ 未達成 （指標値）６科目中４科目（実績値）６科目中３科目

⑫国語、算数・数学、英語の授業の内容が「分かる」と答えた児童生徒の割合が全国平均以上の科目数
（R5.4)

✕ 未達成 （指標値）５科目中４科目（実績値）５科目中１科目

生徒質問紙の回答

国語の勉強は好きだ 国語の勉強はよく分かる

数学の勉強は好きだ 数学の勉強はよく分かる

英語の勉強は好きだ 英語の勉強はよく分かる

国語の勉強は好きだ 国語の勉強はよく分かる

数学の勉強は好きだ 数学の勉強はよく分かる

英語の勉強は好きだ 英語の勉強はよく分かる

国語の勉強は好きだ 国語の勉強はよく分かる

数学の勉強は好きだ 数学の勉強はよく分かる

英語の勉強は好きだ 英語の勉強はよく分かる
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自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文

章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか（教科ごとの平均正答率）

発表していた どちらかといえば、発表していた どちらかといえば、発表していなかった

発表していなかった 考えを発表する機会はなかった

Ⅲ 社会を生き抜く基盤となる確かな学力を育成する

◆ 参考分析（『令和５年度「全国学力・学習状況調査の結果」』における文科省の分析を参考）

主体的・対話的で深い学びに取り組んでいる児童生徒の方が、平均正答率が高い傾向が見られる。

本県の分析例（参考）
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【以下、全国の結果】



Ⅲ 社会を生き抜く基盤となる確かな学力を育成する

● 地域課題の解決に向けた探究型学習に取り組む県立高校の割合はR4年度92.3%とR1年度の65.4%を大幅超。

● 県内大学等への県内進学者の割合は減少した一方、難関大学等への進学者は増加。

● 産業界との協働等により全高校での探究型学習、ＳＳＨ※校の指定や高大連携等により理数教育を充実。

● 地元大学進学促進セミナーや地元大学キャンパスツアー、オンライン難関大学講座等を展開。

※ SSH（スーパーサイエンスハイスクール）；理数系教育に関する研究開発を行う高等学校を指定する文科省の事業（東桜学館、興譲館、鶴岡南、酒田東）

〈KPI〉
⑲地域課題の解決に向けた探究型学習に取り組む県立高校の割合

◎ 達成 （指標値）73% （実績値）92.3％(R4)
⑭県内大学等への県内進学者の割合

✕ 未達成 （指標値）32% （実績値）26.9％(R4.4）
⑮医学部医学科・難関大学合格者の割合(R4) 

◎ 達成 （指標値）５%以上 （実績値）7.9％(R4)
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（資料）「令和４年度学校基本調査卒業後の状況調査 山形県結果」山形県、県高校教育課調べ



Ⅳ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

● 英語力については、CEFRＡ１レベル相当の中学生、Ａ２レベルの高校生、Ｂ２レベルの英語担当教員とも
上昇傾向にあるが、中学校は全国平均との差が高校と比して大きく、高校は全国平均近傍である。

● 英語ディベート大会への参加や海外の教育機関とのオンラインを活用した交流事業等により、語学力をは
じめとするグローバル化に対応する実践力を育成。

〈KPI〉
⑯ＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる中学生の割合(R4) ✕ 未達成 （指標値）50% （実績値）42.3％
⑰ＣＥＦＲ Ａ２レベル相当以上の英語力を取得または有すると思われる高校生の割合(R4) ✕ 未達成 （指標値）50% （実績値）48.5％
⑱ＣＥＦＲ Ｂ２レベル相当の英語力のある英語担当教員の割合(R4) ✕ 未達成 （指標値）中:50% 高:85% （実績値）中：36.0％ 高：69.6％
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Ⅳ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

◆ 参考分析（『令和４年度「英語教育実施状況調査」』における文科省の分析）

生徒の英語力の向上には、「生徒の言語活動の割合」「英語教師の英語力や発話の割合」 「ICTの活用（発表

や話すことにおけるやり取りをする活動）」等が影響を与えている。
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Ⅳ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

● 学校における無線LANの整備等、教育に係るハード面の取り組みは一定程度進捗。一方、校務支援システム
の整備は全国と比して低い水準。

● 教員のICT指導力は全国水準程度である一方、授業でのICT機器の利用頻度は全国と比して低い。

● 教育情報ネットワーク等の運用や、学習者・教員用端末の整備等、学校におけるICT環境の整備を推進。

● 外部講師や校内ICT推進担当による研修の実施、山形県ICT教育推進拠点校や山形県ICT教育推進委員による
実践事例の普及等、教員のICT活用指導力の育成を推進。

〈KPI〉
⑳児童生徒のＩＣＴ活用を指導することができる教員の割合

◎ 達成 （指標値）74.0% （実績値）77.5％ (R4.3)
㉑学校におけるＩＣＴ環境の整備（県立高校における無線ＬＡＮ整備率）

◎ 達成 （指標値）60%（実績値）100％（R5.3）

（資料）「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」、「全国学力・学習状況調査」（ともに文部科学省）
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Ⅳ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

◆ 参考分析（『令和5年度 全国学力・学習状況調査』を基に試みとして独自分析）

ICTの活用状況について、授業での使用頻度と学力状況調査の平均正答率の関係を全国・山形で比較。
全国は、学校への調査・児童生徒への調査双方で、ICT使用頻度が高いほど平均正答率が高い傾向があるが、

山形県は同様の傾向が見られない。
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（資料）「令和５年度 全国学力・学習状況調査」（文部科学省） ※ 統計上の制約から、全国は、国立、公立、私立の計、山形県は公立
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Ⅳ 変化に対応し、社会で自立できる力を育成する

● 高校生の全就職内定者数に占める県内就職内定者数は８割程度、就職を希望している高校生の就職率は
ほぼ100％近傍。発達障害等特別な支援の必要な生徒への対応を個別に行う必要。

● 「キャリアパスポート」の活用により、小中校を通したキャリア教育を推進。

● 中・長期を含むインターンシップ（短期2,410名、中長期44名）や、外部人材の講演、ゼミ、研修等を展開。
（トップセミナー；全県立高校で実施、キャリアサポート事業；社会人講師27名、受講生徒数1,203名）

〈KPI〉
㉓高校生の県内就職率 ※県内就職内定者数／全就職内定者数

○ 概ね達成 （指標値）80%以上 （実績値）79.2%（R4）
㉔就職を希望している高校生の就職率

✕ 未達成 （指標値）100% （実績値）98.8%（R4）

（資料）県教育局、総務部調べ
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Ⅴ 特別なニーズに対応した教育を推進する

● 特別支援学校における特別支援学校教諭免許状保有率は、未保有者への認定講習受講が促進され、毎年度
目標を達成している状況。

● 障がいのある児童生徒等に対する「個別の指導計画」の作成率（通級による指導、通常の学級）について
は、概ね達成しているが、中学校から高等学校への引継ぎが困難な状況。

● 管理職等への働き掛けによる免許認定研修受講の促進等により、特別支援教育免許状の保有率を維持し、
教員の資質を確保。

● 就学前から社会参加までの切れ目ない支援に向け、引継ツールとしての「個別の指導計画」について、連
携協議会や各種研修会等において重要性を周知し作成を促進。

● 県内４地区に「就労支援コーディネーター」を配置し、実習や就職先としての民間企業を開拓。
（Ｒ４年度 実績；246社訪問、新規81社を含む207社を確保）

（資料）「特別支援学校教員の特別支援学校教諭等免許保有状況等調査」（文部科学省）

障がいのある幼児児童生徒に対する「個別の指導計
画」の作成率（通級による指導、通常の学級）

＜R4通級＞ 小：99.2％ 中：100％ 高：100％
＜R4通常＞ 小：96.6％ 中：96.0％ 高：63.4％
（資料）県特別支援教育課調べ

〈KPI〉
㉕特別支援学校における特別支援学校教諭免許状保有率

◎ 達成 （指標値）94% （実績値）97.5%（R4）
㉖障がいのある幼児児童生徒に対する「個別の指導計画」

の作成率（通級による指導、通常の学級
○ 概ね達成 （指標値）通級：100% 通常：98%
（小・中・高）（実績値）通級：99.3% 通常：94%（R4）

940 1,0011,0191,0691,0761,0921,0731,0991,1041,1071,0841,0881,112

1,1491,2111,2521,3261,4081,4801,5611,632
1,7421,832

1,967
2,145

2,379

0

500

1,000

1,500
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2,500

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

特別支援学校 特別支援学級

（参考）県立特別支援学校及び県内特別支援学級在籍者数の推移



Ⅵ 魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進する

● 令和４年度における時間外在校等時間が月平均80時間を超える教員数は、全校種で、取組前の令和元年度
の975名から83％減少し162名であったが、目標の０人は未達成。

● 近年の教員選考試験における志願倍率（志願者数/募集人数）は、小学校が平成25年採用では5.2倍だった
ものが令和５年度採用では1.4倍、中学校は同じく9.5倍が3.1倍、高等学校は13.3倍が5.7倍と大幅に低下。

● 「山形県公立学校における働き方改革プラン」「山形県における部活動改革のガイドライン」等に基づく
教職員の働き方改革の推進やメンタルヘルス対策の推進。

● 教員選考試験における大学推薦・元職正規職員等を対象とした「特別選考」区分による採用や、新採教員
等への研修支援等による優秀な教員の確保・育成。

〈KPI〉
㉗複数月平均の超過勤務時間が80時間を超える教員数
✕ 未達成（指標値）０人

（実績値）小：4人 中：59人 特：0人 高：99人（R4）
㉘健康診断時における要精密検査該当者の精密検査受診率
（教職員）
✕ 未達成（指標値）98% （実績値）89.8%（R4）

勤務時間外の主な業務内容

「校務分掌」、
「授業準備・教材研究」、
「部活動指導」
「支援が必要な児童生徒・
家庭への対応」

H25年度採用 H30年度採用 R5年度採用

小学校 5.2倍（ 411/ 80人） 2.6倍（ 362/140人） 1.4倍（255/185人）

中学校 9.5倍（ 475/ 50人） 5.2倍（ 338/ 65人） 3.1倍（263/ 85人）

特別支援学校 3.2倍（ 81/ 25人） 3.6倍（ 72/ 20人） 1.2倍（ 29/ 25人）

高等学校 13.3倍（ 333/ 25人） 8.8倍（ 265/ 30人） 5.7倍（201/ 35人）

計 7.2倍（1,300/180人） 4.1倍（1,037/255人） 2.3倍（748/330人）

◆ 教員選考試験の志願倍率

◆ 時間外在校等時間（≒教員における時間外勤務時間相当）
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（資料）ともに「時間外在校等時間調査」（県教育委員会調）



Ⅵ 魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進する

【高等学校の小規模化】

● 本県の市町村のうち、公立高等学校の立地が０ないし１であるものは28（80.0％）。（全国64.8%）

熊本県の84.4%、北海道の83.2%、長野県80.5%に次いで割合が高い。

● 中学校卒業者数は減少する見込み。小規模校では科目の選択肢が限られる等、教育環境に制限。

50％未満

50％以上60％未満

60％以上70％未満

70％以上80％未満

80％以上

公立高等学校の配置（公立高等学校の立地が０ないし１である市区町村）

（資料）「小規模高等学校の特色化・魅力化について」、「学校基本調査」（文部科学省）、「令和６年度政府の施策等に対する提案」（山形県)

【山形県】

【山形県】
２
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● 県立高等学校や特別支援学校の計画的な修繕・整備、小規模高校におけるキャンパス制の導入や産業系高
校フューチャープロジェクトの展開等、県立高校の魅力化・活性化の推進。



Ⅵ 魅力にあふれ、安心・元気な学校づくりを推進する

【高等学校入学者の推移】

● 人口減少に伴い中学校卒業者が減少傾向にある中、県立高等学校の入学者の定員に対する充足率も低下傾
向。特に、総合学科、職業学科の低下傾向が顕著。
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（参考）

（資料）いずれも県教育委員会調

＜県内公立高校と私立高校の比較＞

※ その他は、音楽、体育、家庭、看護、情報
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Ⅶ 郷土に誇りを持ち、地域社会の担い手となる心を育成する

● 地域の行事への参加割合や地域や社会への理解、問題意識は全国と比して高い傾向が見られる。

● 「ふるさと塾」の活動へ参加する団体数が多いこと等、地域文化について学ぶ取り組みや保存についての
取り組みは一定程度進捗している。

● 「郷土Yamagataふるさと探究コンテスト」による地域学習の成果発表の機会の創出等、児童生徒の探究的
な学びや表現活動等を通した郷土愛の醸成。

● 「ふるさと塾出前講座」の展開や「未来に伝える山形の宝」の登録推進等、地域の文化財や伝統文化の総
合的な保存活用・継承の取組みの促進。

〈KPI〉
㉚地域の行事に参加している
児童生徒の割合
×未達成
（指標値）小 ：90.0%

中 ：70.0%
（実績値）小6：75.6％

中3：49.0％
(R5.4)

㉛地域や社会をよくするため
に何をすべきか考える児童生
徒の割合
◎達成
（指標値）小 ：67.0％

中 ：53.0％
（実績値）小6：80.9％

中3：70.9％
(R5.4)

㉜「ふるさと塾」の活動に賛
同して伝承活動をする団体数
◎達成
（指標値）308団体
（実績値）308団体(R4)
㉝「未来に伝える山形の宝」
登録制度による登録市町村数
×未達成
（指標値）30市町村
（実績値）26市町村(R4) 24
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Ⅷ 活力あるコミュニティ形成に向け、地域の教育力を高める

● コミュニティスクールと地域学校協働本部の設置は進むが全国平均より整備率は低い。

● 高校生のうち、ボランティア活動に参加した生徒はコロナの影響もあり減少。

● 公民館等で開催されている各種事業・講座等への参加人数もコロナの影響もあり減少。

● コミュニティスクールと地域学校協働活動の一体的な取組み等、地域社会全体で教育活動を推進。

● 青少年ボランティア活動や地域活動に取り組む青少年リーダー等、青少年の地域力を育成。

● 知の拠点としての県立図書館をはじめとする社会教育施設等、地域の教育力を高める生涯学習環境を充実。

〈KPI〉
㉞地域学校協働本部の仕組みを生
かし、地域住民等との協働による
活動が行われている公立小中学校
の割合

◎達成
（指標値）65%
（実績値）68.5％ (R4)

㉟高校生のうち、ボランティア活
動に参加した生徒の割合

×未達成
（指標値）92%
（実績値）77.1％ (R4)

㊱地域活動に取り組む青年グルー
プ数

〇概ね達成
（指標値）全市町村 79団体
（実績値）24市町村 79団体(R4)

㊲公民館等で開催されている各種
事業・講座等への参加人数

✕未達成
（指標値）547,500人
（実績値）393,929人（R4）

【R3】 地域と学校の連携・協働体制の実施・導入状
況について（令和3年度、文部科学省）
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Ⅸ 地域に活力を与える文化とスポーツを推進する

● 県立文化施設等への来館者数は、総合文化芸術館の開館（R2)県立図書館のリニューアル等によりＲ４は指
標値（１００万人）に達したが、多くの文化施設はコロナ禍の前に戻っていない状況。

● 学校での芸術鑑賞会は、コロナの影響も受けたが、全国と比して高い実施率。

● 県立文化施設の活用等、県民が文化に親しむ環境づくり及び文化を活用した地域活性化を促進。

〈KPI〉
㊳県立文化施設等の来館者数

◎ 達成
（指標値）100万人
（実績値）1,122,781人(R4）
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●県立文化施設等の来館者数
H29

⇒
R2 R3 R4

870,200人 583,242人 926,826人 1,122,781人
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や方法で実施した

新型コロナウイルス感染症の影響前とは内容や

方法を変更して実施した

実施をとりやめた

当該学年では、新型コロナウイルス感染症の影

響前から実施していない

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、次の学校教育活動をどのよ

うに実施しましたか。（５）芸術鑑賞会

中学校全国 中学校山形県 小学校全国 小学校山形県

（資料）「令和５年度 全国学力・学習状況調査」（文部科学省）



Ⅸ 地域に活力を与える文化とスポーツを推進する

● 成人の週１回以上のスポーツ実施率は向上が見られるものの半数程度。全国と比して低い。

● 競技スポーツは、インターハイの入賞数が指標値に概ね到達したが、国体順位は40位と指標値に未達。

● 県民がスポーツに親しむ環境づくり及び「YAMAGATAドリームキッズ」等トップアスリート育成に向けた
支援・強化策を推進

【全国】

令和4年度｢スポーツの実施状況等に関する世
論調査｣（スポーツ庁）

【山形】49.9％

〈KPI〉
㊴成人の週１回以上のスポーツ実施率
✕ 未達成
（指標値）60%
（実績値）49.9％（R4）

㊵インターハイ入賞数
○ 概ね達成
（指標値）夏季：40以上

冬季：15以上
（実績値）夏季：46

冬季：９（R4）

㊶国民体育大会天皇杯順位
✕ 未達成
（指標値）20位台
（実績値）40位（R4）
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